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ヨーロッパの生気象学界＊

籾　　山 政　　子＊＊

　昨年の7月31日から9月6日まで，スイスのモソトレーにおいて，第5回国際生気象学会，9月3日から

12日まで・ソドソで第37回国際統計学会が開催され，私は両会議に出席してきた．またこの機会を利用し

て，前から話では聞いていた有名なハソブルグの医学気象予報のグループや，文通をしていたドイッの生気

．象学者達とも親しく接して意見を交換する事ができ’た．ここに思いだすままに，生気象学会の模様や，医学

気象予報の話などを2，3印象記のような形で書いてみたいと思う．

　1．ハンブルゲの医学気象予報

　ドイツのハンブルグでは世界でも著明な，医学気象予

報を出しているという話は大部前から知っていた．しか

し実際にそれがどんな内容のものなのかは誰にきいても

さっばり要領を得ない．

　幸い私は，昨年の8月末，ハンブルグを訪れて“医学

気象予報”なるものに親しく接する機会に恵まれた．

　8月20日の夜おそく羽田を飛びたったかと思ったら，

翌朝8時にはもうハンブルグに着いてしまった．ターミ

ナルでお茶を飲んだりしながら2時間程，時間をつぶ

し，10時少し過ぎにハンブルグ大学にフィッシャー（Fi－

scher）教授をお訪ねした．デラックスな建物の12階にあ

る気象学教室を一通り見せて下さったり，ここのスタッ

フを紹介して下さったりしたが，“私は生気象学の事は

よくわからないし……”と云われて，1時間程してから

ハンブルグ気象台に御自分の車で案内して下さった．こ

この台長はシュルツ（Schulze）博士，医学気象予報研

究所の所長は大部御年輩のシュレーダー（Schr6der）博

士である．すでに日本から，フィッシャー教授を通し

て私のリプリントはごっそり送ってあったせいか，クン

ケ（W．Kuhnke）博士等は，とてもあたたかく私を迎
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右よりクソケ博士，筆者，ケーニヒ博士，ボック博

士，フィッシャー教授，ハソブルグ気象台，医学気

i象予報研究所の研究スタッフ．

えて下さった．

　医学気象研究グループは5人で構成される．すなわち

気象学者はシュレーダー，クンケ両博士，物理学者は

ヶ一ニヒ（K6nig）博士，それに医学者のユングマン

（Jungmann）博士一医科大学の臨床医学の教授でも

あるrボック（Bock）博士である．ユーゴスラビァ

大学の医学部のパシク（Pasic）教授もここに研究に来

られていた．

　このグループの方達は英語はお得意でないらしいし，

私はドイツ語が苦手なのでフィッシャーさんの通訳を通

して医学気象予報の説明をきくというはめになっ・た．

1952年からはじまったこの予報は月曜日から金曜日まで

毎日欠かさず出される．丁度，私が行った時は，8月21

日から22日にかけての次のような医学気象予報が出てい

た．一般の天気予報につづいて“ベルリンでは病気の発

生は非常に増加して，循環器障害，炎症性及び熱性の徴

候をともなう．今日の昼からは特に痙れん性の徴候をと

もなう．夕方には障害と健康状態の悪化は徐々に解消す

る……”といったものだった．（予報文の全文は本稿の

末尾参照）非常に具体的で親切である．この予報は病院

と一般の医師とに向けて出される．しかし気象台から

通知する義務はなく，病院の方から毎日，定時に電話で

問い合わす．この話をぎいて私は少なからず驚いた．日

本にもこんな予報があったらさぞかし便利だろうと思っ

た．しかし考えてみれば，ここのように，気象，物理，

医学などと専門を異にする有能なスタッフの，がっちり

組まれたチームワークによってはじめて出来るワザなの

だろう．私があっけにとられて，ぽかんとしていると，

“日本の気象研究所ではどうですか？”と突然クンケ博

2

士が口を開いた．私は“残念ながら全くやられて居りま

せん．気象庁の方針が，とにかく純粋の気象予報が中心

だし，そういう方面の研究には沢山予算もつぎますけれ

ど，私のような生気象の研究となると，まあどっちでも

いいといったところでしょう．もちろん個人的には理解

を示して下さる人は沢山います．好きだからやっている

ようなもんですよ，自分のアイディアでどんどん研究が

進められる点はいいですけれど”・とぼやいた．とかく，

日本では境界領域をやる者は苦労が多い．ハンブルグの

医学気象予報にしたって，ここまで育って来るのには随

分大変だった事だろう，有能な一人一人の学者の努力も

さることながら，永い目で暖かく守り育ててくれた，い

いボスがいたに違いない，と私はつくづく思った．

　ハンブルグのほかにフランクフルト，ミュンヘンでも

生気象学の研究が行なわれ，そのコオペレーションは極

めてよいそうだ．しかしなんといってもハンブルグが研

究の中心だし，予報もここだけで出している．医学者は．

ハンブルグの二人だけということだ．

　今いろいろと説明をうかがっている部屋の壁にフト目，

をやるとクンケ博士による“北西ドイツの従来の経験に．

よる仮定図表，医学気象学という題目のついた大きな図

がかかっていた（第1図）．詳しくは判らないが，この図

はまづ天気の状態一緯度による差（熱帯型，極地型），

経度による差（西風の状態，東風の状態等），高気圧の

状態（ブロッキング高気圧，2つの支配的低気圧の間に

ある中間高気圧）r　と天気の経過一ナシ，沈降，、

下降滑走，上昇滑走，不安定な上昇滑走，乱流　　を組

み合わせ，その各欄に，さらに詳しく過去の天気傾向の

出現，天気経過の平均生体指向性の強度などを記号化し

て書ぎこむ．そして最後に疾病症状，たとえば心筋梗塞

増加，喀血の増加傾向，などとそれぞれ一定の記号を書

きこむようになっている．まことに微に入ったもので一一

通り理解するのも容易ではなさそうだ．

　それとならんで，1969年4月の生気象図，気象表二

（Biometeorogramm．Meteorologischer　Teil）というの・

もあった．これは，天気概況，高層風，対流圏における

相対湿度，生体指向性の強度など8つの項目に分類され

，それらが連日克明に記録された図表である．これは毎

月作られるようだ．もう一つすごく興味をひいたのは，

冬の日別死亡（1962～63）と書かれた図であった．ドイ

ツでは都市ごとに毎日の死亡数が発表されるらしい．オ

ランダのアムステルダム，デンマークのコペンハーゲソ

などの都市の資料とともに，ベルリン，ハンブルグなど

、天気”17．6．
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べllのン

一ノ・ムプルグ

・一コベ・ン八一ゲン

1962－63年冬季における日別死亡
注）原図を簡略化して作成した．

第1表　研究業務の組織

；放鮒能
人二．　　臼熟1

エー・ソノレ　　座中電気

海扱7・・一30。。肌の対流圏内の物理

気象

＼
フK　人気 エーロゾ1レ耀

ガ捗ン赫鍍
卿ヒ継吻Hレ

雲編電 生気候 生
荒ラ

監視
鰍軸嫉磁
牌与光痔勧皇地払r放碧能

　　　熟 L三べ外’レ歓

降水・罷 療靴嫉

鰍治
臨

メ＿体の保言
性　　　　　　’ 雲物理

”

麟1薦電 1蜘L却舷

生気象

嚇薇

R　Reiter：Die　alpinen　Observatoriumseinri－

　　　　　chlungen　der　Physik－Bioklima．

　　　　　Forschungsstelle（物理・生気候研

　　　　　究所の高山研究施設），meteorl．
　　　　　Rdsch．，22J9，　Heft　3，　1969より

　　　　　引用（第2表も同文より引用）

の12，1，2，3月と，冬季の死亡数が毎日プロットさ

れ，一枚の紙に書かれている（第2図）．この図を見て先

ず私の胸にジーンと来たのはコペンハーゲンだけがその

カーブが殆んど水平で少なくとも12月から3月までの間

には月別変動が認められない事だ．アムステルダム，・

ッテルダムは2月上旬がやや高いようだが，コペンハー

ゲンの型とよく似ている．それなのにドイツの諸都市

は，大体2月に著名なピークが出ている．コペンハーゲ

ンの変化が殆んどないのはセントラルヒーティングの影

響ではないか？と私にはピンと来た．と同時に興奮を覚

えた．世界的視野から死亡の緩慢化現象（deseasonality）

の問題にのみ関心を奪われている私としてはあたり前の

事だが．さっそく私のお隣りの学者にこの事実を指摘し

て，セントラルヒーティングのせいでしょう，と云った

が，コペンハーゲンは冬の気象条件がどうとかこうとか

4

……云ってどうも要領を得ない．若い医師のボックさん

に云ったら“ああ，そうかもしれない，いわれてみれば

そうだ”とやや驚きの様子を示された．私はすごく嬉し

かった．かくしてドイツの第1日目は大成功だった．そ

れにしてもドイツ語，あるいはフィッシャー教授の難解

な通訳英語を理解しようと全神経を集中したのでものす

ごく疲れた．ここで沢山の文献を頂戴したが何れもドイ

ツ語なので一寸辟易した．

　ここで医学気象予報の話が出たついでに，同じドイツ

のガーミッシュパルテンキルヘンにある物理一生気象学

研究所について一寸ふれてみよう．実際にはここまで訪

ねる時間はな：かったけれど．研究所は，高度740mにあ

るガーミッシュパルテンキルヘンのほかに，2ケ所に分

室をもつ．それは高度1780mのヴァンクギッペル（Wa－

nkgipfe1）と2964mという極めて高いツーグシュピッッ

ギッペル（Zugspitzgipfe1）とである．それぞれの高度1

の気象条件とそれに対する人体の反応の相違を研究する

ことにねらいがあるのかもしれない．

　ここの研究組織は第1表に示すように，放射能，エー

・ゾル，雲物理といったものから，生気候，生気象の研

究まであって，なかなか広範囲に及んでいる．生気候の

中には，療養地気候，療養地治療，治療方法確立といっ

たものまで，かなり具体的内容を含んでいる．第2表ば

研究上の実際の測定項目と，3ケ所の地点におけるそれ

ぞれの進行状態をあらわす．

　ここの研究成果は，ハンブルグで医学気象予報を出す

ための基礎資料になるという事である．研究所は設立さ

れて僅か3年，それなのに50種以上の印刷物を出してい

るとのことですっかり恐れ入った．ドイツでは，いわゆ

る天気予報ばかりでなく，こういった広用面たる生気象

の研究を極めて組織的に力を入れておし進めているので

ある．この辺の事情は日本と余りにも違いすぎると考え

るのは私一人ではなかろう．

　2．オットー博士とウエドラー博士の印象

　前々から私の研究を評価して下さり，西ベルリンにで

も来られる事があったら是非立寄って下さい，と数年前

に手紙まで下さっていた東ドイツのオットー（Otto）博

士にも，東ベルリンのカフェ・モスクバで，やっとの思

いでお目にかかる機会をもった．現在，西ベルリン自由

大学のフォルタック教授のところで研究して居られる吉

川友章さんが一緒に来て下さったので心強かった．博士

は西ベルリン市と東ドイツの境にまたがるシュターケン

にあるクランケンハウス（Kranken　Hause）の主任医

、天気”17．6．
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第2表

空
中

電

気

大

気
放
射
能

工

1
口

や

ソ

ノレ

物

理

気

象

生

気

候

測定項目

電位傾度（集電器）

電位傾度（風車型電場測定器）

垂直電流

降水の電流

小イオソ濃度

度空気伝導度

空中電気，3つの衝激群に対して3つの周期の空電測定器

ツーグシ　　　バソクギ
ュヒツツ　　　ツペル

×

×

×

○

（x）

（×）

（○）

自然放射能，総計

7分光計による自然放射能Ra　B及びRaC．
空中降下物

降水中降下物

エイトケンの濃度測定器，粒度分布とともに測っている
（ゼネレイターと電極とGeg装置）

氷晶核

工一・ゾル粒子スペクトル
5段階のコニメーター，0，1－10μm

乱流度－

大気汚染　mg／m3

温　度

湿　度

風向及び風速

降水量

日照時間

地表面の放射

地表周辺の放射

紫外線B

フリゴリグラフ

合　計

×

○

×

×

（×）

（x）

×

×

○

×

○

○

○

○

×

×

×

○

12
（16）

×

（×）

×

×

×

（×）

○

×

×

×

×

×

○

×

×

○（×）

××

×

×

××

×

×

×

×

×

20
（23）

タールステ
ーショソ

××

×

×

×

×

（×）

×

○

×

×

×

×

○

×

×

×

××

×

×

××

×

×

×

×

×

22
（23）

×　現存して使用中　　○　なし

気象台の値を使っている．

（×）採用が予想されている一準備中．気象データはZugspitze

師である．すでにカフェ・モスクバで私達の到着を待っ

て居られたオットー博士は，3人の姿をみるなり椅子か

ら立上っていかにも嬉しそうに手を差しのべられる．つ

づいてお互いに別刷交換をしたが，その一つにオットr

さんは，私の年令別死亡の季節変動の図と本文をかなり

長く引用して居られるのに気がついた．現在の研究は死

亡Qみでなく，出生の季節変動についても興味あるお仕

事をされている．

　どうも一般に，臨床医学の人や物理学系統の人は，物

1970年6月

事を細かく見すぎて，私の仕事に例をとっても，そのね

らいをすぐにはつかんでくれない．むしろマトをはずれ

た理解さえある．しかし，オットーさんは私の説明をピ

ンピンと受けとめられるし，“こういう事をあなたはね

らっているのでしょう”なんて先の事まで当てられるの

にはおそれいった．それはこうである．“死亡の季節変

動から文化的なものと，気候的なものとを分離したいの

でしょう？”“その通りです．私の研究はグレンツです

けれど社会科学的な見方がとても強いので……”という

5
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と，“それが大事なのですと”共鳴される．次から次へ

と話はつきない．

　博士との語らいでは，意識的に避けておられたのかど

うかはわからないけれど，余り政治的な話はきかれなか

った．が，病気や死亡の社会科学的な意義については異

常なまでの熱意を示された．共産圏外の人間と，久しぶ

りに学問的な自由な討議にひたり楽しかったのかもしれ

ない．つぎからつぎへと話はつきない．しかしもう夜も

10時近いのでカフェ・モスクバを出る．博士は車で西ベ

ルリンの地下鉄に通ずる検問所まで送って下さった．途

中，有名なフンボルト大学やベルリンオペラハウス，ブ

ランデンブルグ門などを見せて下さる．この門に通じて

いるウンターデンリンデンの通りは，昔は大変にぎわっ

たと聞くが，今夜は余りにも静かすぎて私はやや重々し

い感じを受けた．しかし，これとは対象的に，オットー

博士の吹く口笛はさも楽しそうだ．本当にお名残りおし

い思いでお別れする．長身の，目の極めて鋭い博士の印

象は私には永遠に忘れることはできないだろう．

　西ベルリンの自由大学気象研究所は中心から離れた緑

の美しいダーレム（Dahlem）にあった．所長は日本に

も来られたシェルハーグ博士．8月なので外国に観測に

行って居られたが，氏の紹介で生気象学者のウェドラー

（Wedrer）博士にお会いする事が出来た．私が来るとい

うのでもう一人細菌学研究所のマスフェラー（Massfe－

ller）博士もみえていた．ウェドラー一博士も死亡のシー

ゾナルな問題にとても興味をもって居られる．ここでは

日本と違って毎日毎日の死亡数がたやすく手に入るので

とても便利だ．ウェドラーさんは総死亡や，心臓血管系

の病気の日別死亡数を3年以上にもわたって丹念にプ・

ットしたグラフをいかにも嬉しそうに見せて下さる．そ

して，“ここの死亡数の多いところは気象条件がこんな

風になっていて……”などとこまかく説明して下さる．

“あなたは月別データでシーゾナルの分析をされるが，

私はデーリーの分析をやっています．どっちも重要です

ね”，といわれた．日本でも日別の死亡数さえ入手でき

ればもっと面白い分析もできるのにと，残念に思った．

意気投合する．私が・ンドンの統計学会で発表する死亡

の季節変動のデータにセンサスメソードを使って，時系

列解析をする話をしたら，“それは面白いから是非計算

方法を教えて下さい”，といわれる．ウェドラーさんは

以前はハンブルグ気象台の医学気象研究グループの一員

として研究されていたそうだ．現在はダーレムの研究所

で，死亡の解析ばかりでなく，マスフェラーさん等とも

6

共同で実験的な研究もされている．ウェドラーさんは，

オットーさんとはいかにも対照的だ．オットーさんのよ

うに，すかさず切り込む鋭さはないようだが，いかにも

地道な，好感のもてる自然科学者といったタイプの方だ

った．今後の研究交流をお約束してお別れした．

　5．国際生気象学会の一断面

　ジュネーブから美しいレイク・レマン（ジュネーブ湖）

に沿って汽車で約1時間ゆくと，目的地のモントレーに

着いた．湖に面した小さな美しい街である．私は早速，

会場であるモントレー・パレス・ホテルにいそいだ．そ

の名の示す通りまことに豪華なホテルである．

　国際生気象学会は，他の学会に比べれば随分小さい

し，今回の参加者も250人前後であった．（日本からの参

加者は医学関係3人，動物関係2人，植物関係2人で計

6人であった）．ホテルの入口に近い大きな一室が，学

会の受付けになっていた．ここではじめて，本学会の事

務局長たるオランダのト・ンプ（S．W．Tromp）博士に

お会いした．長身のなかなか品のいい紳士である．いか

にもこの道のベテランといった感じ．一通りの御挨拶を

かわしたあと，ト・ンプさんは“実は貴女にお願いがあ

るのですが”，と一寸云いにくそうに云われる．“今度，

日本の久野寧博士がペテルセン賞を受けるのですが，来

られないので，貴女に代理で賞を受け取って頂きたいの

です”，という事だ．困ったなとは思ったが，それを受

け取って，簡単に挨拶すればいいという事なのでおひき

うけする事にした．それにしてもまた一つストレスがふ

えた感じだ．受け付けに並んだ三人の女性のうちかなり

御年輩の方はト・ンプ夫人，若い人はセクレタリーであ

った．

　国際生気象学雑誌の編集長のワイエ（Weihe）博士に

も，ここではじめてお会いする．昨年の始めにお送りし

た私の投稿原稿をまことに丹念にみて下さり，ことに図

のミスまでもいくつが発見して下さって私を驚かせた方

なのだ．イギリス人の奥さんは女医さんである．英語が

達者なので雑誌の編集に協力されているそうだ．なるほ

ど，こういう強力なスタッフがいるからこそ，“国際生

気象学雑誌”は立派な論文がどしどし載るのだなと思っ

たりした．

　この日の夜，8時からは，インフォーマルなパーティ

があったが，別に食べ物が出るわけではないが，あちこ

ちで，三三，五五と話がはずんでいるようだった．この

学会は実にのん気というのか，いろいろもらった印刷

物をみても，学会発表のプログラムの日時が示されて

、天気”17、6．
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いない．いったい何日目の，どの部屋で私の発表がある

のか，全く見当もつかない．私はやきもきした．医科歯

科大学衛生の窪田先生もやはり私と同じ気持らしい．二

人でやっとチェアマンの南アフリカからみえたオルドマ

ン博士をつかまえたので，我々の発表はいつなんですか

とおききした．すると，“今着いたばかりで判りません

ね”，と全く呑気なもの．“毎朝，ホテルの入口近、くに

掲示されるから，それをみれば判りましょう”，という

事で，二人とも唖然としてしまった．この小パーティで

は随分色々な人に紹介されたが，名前をおぼえるだけだ

って一仕事．余程の特徴のある人でないと私の頭には残

らない．この晩は，全く不安にみちた気持で，早目に床

に入った．

　次の日，9月1日はいよいよ生気象学会の開会式であ

る．第五回の本学会は，スイス国立工科大学動物飼育研

究所ビアンカ（W．Bianca）教授，スイス気象研究所プ

リマウ（B・P・Primault）博士，及びチューリヒ大学動

物飼育研究所ワイエ（W．H．Weihe）博士の三者，並び

に事務局長トロンプ博士が中心になって組織されたもの

である．午前9時開会式，会長リー（D。H．Lee）博士

の演説にひきつづぎ，WMO，WHO，UNESCO，スィ

ス政府代表等8人の来賓の挨拶が行なわれる．つづいて

ペテルセン賞が，ボイコー（Vico）博士（植物生気象学

分野），マックファー・レン（Macfarlane）博士（動物生

気象学分野），それに京大名誉教授久野寧博士（人間生

気象学分野）の三氏に受与される．久野先生欠席のた

め，やむをえず代理で賞状を受理し，大役を果したので

あった．

　スタディ・グループは次の14にわかれている．

　1．彫oJ5げ601ゴoη翻規α15αn4規αn
2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

彫6云5ヴh弼oηαη伽α」5αn4脚n

聯6渉5ヴα1∫吻4θ0παη吻α15αηめn侃

卵6渉5げω副h87αη461吻α孟6・n伽備

彫・オsげω8α」h8rαη4・1伽α渉8・ηPl備αηぬ瀦

昭剛h67，61吻α’θ侃4h㍑規αn廊8α5θ

晩α孟h8r，ol伽鷹侃4αn加α1廊召α56

晩α伽，6伽碗αn⑰1傭ゴ細5θ
E60108加」61∫御伽97‘ψ妙

10・孟76h髭8・蜘1，励απ副8ng∫n86吻96∫・膨渉ヨ・ザ・i・9ク

11．・Bεolo9加140∫5ヴ6166耽，規α9η61∫oαη48160加一

　　伽8鰯∫6弄8145

12．Bづ・」・9∫6α1ψ6」5げα酬・η5

13．Bゼ・1・9加1卿’5ヴ1・ωαn4h碧h8脇9ツ鋤励5
　　αη4ゲ6κ飽一」8r郷’吻lJ肋1075

14．3オψ97・ψ伽醜・π・π伽伽惣ρh8n・膨πα，翻h
　　瑠磁」，7碗r6no8‘08κ加孟8rr85孟吻1ノと6孟or5．

私は最初から事務局からの話もあり，グループ6．の

1970年6月
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躍剛h6プ，6」伽膨α雇加鍛αη4魏α56（D．07伽αη）で発表

した．チェアマンのオルドマン博士は今日の午前の部の

発表者の名を読みあげ，その四番目だかに私の名を呼ん

だ．掲示されたプログラムによると私は午後の最後の方

なのに，午前とあっては大変である．あわてて部屋にも

どってスライドと原稿をとって来た．今日のトップは窪

田先生だった．先生は“副腎皮質ホルモンと天気”との

関係という大変興味ある発表をされた．その内容を・一口

でいうと，天気の状態が悪化する時は，副腎皮質ホルモ

ンの排泄量が増し，逆に良くなる時には減少する．ま

た，快晴の時は排泄量が少なく，雨の日は多く，曇りの

日は中間をいう事になるという．

　私は四番目に，“死亡の季節変動の緩慢化現象”を発

表した．“どうして熱帯諸国はやらないのですか”とい

う，余り本質的でない質問がメキシコの人から出てがっ

かりしたが，会合がすんでから，毎日のようにいろいろ

な人から質問やら御意見やらを頂戴してとても嬉しかっ

た．緩慢化を来たす事と大気汚染と関係はないかといっ

た事もしばしばきかれた．そういえば，これに関連した

事は，・ンドンの統計学会で一ここでは死亡の季節変

動の時系列解析を発表一・ンドン大学のHajna1教

授からも指摘された．私が“イギリスもアメリカなみの

セントラルヒーティングをやれば，鋭い冬山は低下する

でしょう”といったら，“それはそうかもしれないけれ

ど，集中暖房でオイルをたけば，ますます大気汚染がひ

どくなるからむつかしいのです．ロンドンの大気汚染は

随分減少しました”，といわれた．いろいろな条件のか

らみ合いで事をはこばなければならないし，むづかしい

ものだなと私はつくづく思った．それにしても，今年の

冬のように世界的に流感の大流行で，・ンドン市ではパ

タバタ老人が死ぬという記事をみると，・ンドンでも

“集中暖房をやればもっと冬の死亡を防げるのではない

か？”といった考えが，しきりと私の頭の中をゆぎきす

る．現に・ンドン市のオフィスに注文している1700年代

からの週別の死亡統計にしたって，オペレーターが次々

流感でたおれているから大部遅くなりましょうといって

来ている．困った話だ．

　さて，話が大部脱線したが，グループ6．の部分で

は，窪田先生のほかにも，天気の疾病に及ぼす影響とい

った研究も大部あり，何れも私には有益だった．特にポ

ーランドのCzamiekiらは，高血圧患者の動脈血圧や

循環器系症状に及ぼす種々な天気型の影響を研究し，前

者は，前線通過時はかなりの患者に動脈血圧の著明な変

7
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化をみたと報告した．また，ダノン（Danon）らの，乾

燥した暑い砂漠風の人間に及ぼす影響，マックファスレ

ン（Macfaslane）の人間の受胎の季節変動，ゴールド

スミス（Goldsmith）らの，高温に関連したカクフォル

ニアの過多死亡等については，一々紹介する紙数はない

が，興味深いものであった．日本の生気象学会の幹事の

菊池先生（順天堂大）は，私と殆んど同時に違う新屋

（Effects　of　cold　on　animals　and　man）で発表（“ラ

ット肝温に及ぼす明暗と寒冷の影響”という題目，この

テーマについて菊池先生は長期にわたり，エネルギッシ

ュにとりぐんでいる．）されたので残念乍らうかがえな

かった．

　国際学会では，とかく講演会場でよりも，それが終っ

たあとからの廊下での立話，・ビーの安楽椅子での語ら

いの方が一層実りが多い．こんなところで案外，重要な

ディスカッションが行なわれるのだ．ある日の夕方，私

はアメリカのホートン（Horton）博士をつかまえて，

deseasonalityの問題，特にアメリカでのそれの地域差の

解釈を，“こんな風にしていいかどうか”，と質問して

いた．会長のリー博士が“何を楽しそうに話しているの

ですか”とのぞぎこまれ，結局この討議に加わって下さ

った．あげくの果てにデラックスな夕食，そのあとのバ

ー一私はお酒は飲まないが一にまでさそって下さる

という事にまで発展した．本当に楽しかった．さっきの

私の解釈に対しても，“そんな事でよかろう”というこ

とになり，私はますますファイトを燃やした．

　ところで，生気象学会は，その学問的規定にもあるよ

うに，“生物組織，植物，動物，それに人間の，環境と

の関連，しかもミク・，マク・，宇宙的な環境までも含

む”ので，その研究範囲は極めて多様であり，自分の専

門外の分野の動きまで把握するのは全く困難であった．

勿論，私の能力，語学力の貧困によるけれども．あるい

はそれが，生気象学そのものの学問的宿命であるのかも

しれない．

　生気象学会の次の開催地は多分イタリアである．その

また年先は日本で開くように，吉村寿人博士（日本生気

象学会長，国際生気象学会副会長）に頼んで下さい，と

リー博士にもトロンプ博士にもたのまれたが，どうなる

事だろう．今回は吉村先生も，前の学会長サージェント

博士（ウイスコンシン・グリンベイ大学，環境科学部長）

も御多忙のためか出席されなかったのは残念だったと

同時になんとなく淋しかった．もっとも私はロンドンの

会議のあとアメリカに渡り，同博士の御依頼で，死亡の

季節変動の講義をしたり．討議をしたりする時間を持つ

事ができたのは幸いであったが．

　学会の最後日の前夜，9月5日の夜は，美しいシ・ソ

のお城で，お別れの晩さん会が開かれる予定になってい

たが，私は，すでに3日から始っている・ンドンの統計

学会に出発するため，5日の午後，親しくなった生気象

学者達と名残りを惜しみつつモントレーを旅立った．

　最後に，この小文をまとめるにあたり，ドイツの文献

その他に関していろいろと御親切に協力して下さった予

報研究部の大井正一室長並びに，東大医学部研究生の片

山功仁慧さんに心から感謝の意を表します．

　附　記

　私がこの原稿を書き終える直前，大井氏が，“Zeiレ

schrift　fUr　Meteorologie”誌に載った論文　　W・Leid一・

reiter，Raumklimatische　Bed1ngungen　wahrend　der

Heizperiode　のコピーをみせて下さった．この著者

は東ドイツの生気象学研究所の人で，私が既に発表した

研究を，もっとこまかい時限で確かめようとしたもので

ある．その要旨には，“暖房期間中の室内気候の条件

と，それの人間に及ぼす影響を我々は観察したが，その

結果，籾山の説一室内暖房設備の効果により，特に1

才木満の乳児の死亡率と70才以上の死亡率は寒い季節の

異常な山を全く示さない一の高い価値を認めた”，と

記されている．

医学気象予報全文
nnnnニ

8

　　ZC　ZC

　　sbdl　dwha210845

　　生気象予報（Bioplog）・・ソブルグ

　ホルスタイソ地方，ブレーメソ，ハソブルグ，二一ダーザクセソ，ノルドライソ，

びベルリソ向けの1969年8月21日～22日用の医学気象学的報告並びに予報．

ヴェストファーレソ，及

、天気”17．6．
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　一般的医学気象学的評価

　非常に発達した極海洋気団を伴った上層の谷の範囲に西及び北ドイツがある間は，ベルリソはまだ強い湿潤不

安定で上昇滑走面をもった上層の谷の前面にある．上層の谷が東に移るにつれて，数日の間に，ベルリソも背の

高い北極気団の中に入ってしまうであろう．西及び北ドイツにおいては，湿潤不安定な前者はその強さを増す．

特に西ドイツでは活発な極海洋気団の侵入によって，不安定な状態は一時的に強くなるだろう．この天気状態

は，ベルリソ上空においては非常に強くなろう．北及び西ドイツにおいては主として中の，そして西ドィツでは

一時的に中から強の生体指向性刺激を受けることになる．

　医者への指示

　西及び北ドィツ：痙攣性及び急性心臓循環器障害が著しく増加する．午前中の進路にある北ドィツにおいては

出血傾向が次第に消失する．

　ベルリソ：病気の発生は非常に増加して循環器障害，炎症性及び熱性の徴候を伴う．今日の昼からは，特に痙

攣性の徴候が増す．夕方になると障害と健康状態の悪化とは徐々に解消する．

　気象観測はha＋

　ZC　ZC

　sbdl　dwof210845

　生気象予報（Bioplog）

　ヘッセソ・フランケン，オーパーファルツ，ライソラソドーファルツ，及び南パイエルソ向けの1969年8月2工

日～22日用の医学気象学的報告並びに予報．

　1．天気状況及び天気予報

　雷雨前線の後側は，冷たい海洋気団の影響下で，この辺の天気は低気圧性で不安定である．南バイエルソでは

風下の効果によって不安定さは強まる．

　2、天気の生体指向性の強度：目中弱ないしは中弱にとどまり，夜は弱．

　3．医者への指示

　　a）主な障害：日中痛感が幾分高まる．

　　b）病気への影響：日中痙攣性の病状の増化のみ，他に天気の負荷なし．
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